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皆さんは、マイクロプラスチックを知っていますか？

マイクロプラスチックとは、５mm以下の小さなプラ
スチックのことで、みなさんが捨てたプラスチックが
削られてできたものも多いのです！
マイクロプラスチックは、毎年なんと800万ｔもの量
が海へと流出されており、しかも、そのうち２〜６万ｔ
が日本から発生しています！
そして2050年には、マイクロプラスチックの総量が
魚の総量を超えると言われています！

海を汚しているのは身近なゴミ！？

ゴミは、道路にある排水溝を通り、川
へ流れ、そこから海に流れ出ます！
つまり、排出されているゴミの半分近く
を占めるプラスチックゴミは、道に捨て
たペットボトルやビニール袋が主なの
です！
海の近くに住んでいなくても海のゴミと
は関わりがあるのです！

海ゴミを減らすために私達
にできることって？

私達にできることって具体的に
何があるのでしょうか？
まず、プラスチックを減らすた
めに、マイバッグを持参するこ
とやプラスチックのスプーンや
ストローの使用を控えること、
そして当たり前ですが、道路に
ポイ捨てをしないことなどがあ
ります！

豊かな海を守る
ために、身近なゴ
ミにも目を向けて
みてください！


